
資
　
　
料

「
道

薫
坊
伝
記
」

淡
路
人
形
の
始
祖
伝
承

山
　
　
田

和
　
　
人

は
じ
め

に

　
長
野
県
下
伊
那
郡
の
地
芝
居
調
査
の
際
に
、
黒
田
人
彩
の
研
究
者
日
下
部
新

一
氏
よ
り
、
同
郡
上
郷
町
黒
田
に
「
道
薫
坊
伝
記
」
一
巻
が
か
つ
て
存
在
し
た

こ
と
を
教
示
さ
れ
た
。
残
念
た
こ
と
に
黒
田
の
一
巻
は
既
に
紛
失
し
て
お
り
、

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
が
、
同
氏
よ
り
同
郡
豊
丘
村
河
野
に
「
道
薫
坊

伝
記
」
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
豊
丘
村
の
郷
土
史
家
武
田
彦
左

衛
門
氏
の
紹
介
で
、
河
野
の
滝
川
重
人
氏
宅
に
現
存
す
る
「
道
薫
坊
伝
記
」
に

接
す
る
機
会
を
得
た
。
黒
田
の
一
巻
は
淡
賂
の
人
捗
遣
い
吉
田
重
三
郎
に
ょ
り
、

ま
た
河
野
の
一
巻
は
同
じ
く
淡
路
の
人
彩
遣
い
森
川
千
賀
蔵
に
ょ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
持
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
阪
大
学
の
信
多
純
一
氏
の
助
言
も

あ
り
、
淡
路
の
人
彩
座
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
道
薫
坊
伝
記
」
の

調
査
に
は
い
っ
た
。
ま
ず
吉
田
伝
次
郎
座
の
人
形
資
料
を
保
存
し
、
上
演
を
続

げ
て
い
る
淡
路
人
形
座
に
「
道
薫
坊
伝
記
」
が
三
巻
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
、
調
査
し
え
た
。
さ
ら
に
市
村
六
之
丞
座
座
元
の
豊
田
家
で
三
巻
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
淡
路
人
形
の
姶
祖
伝
承
を
記
し
た
巻
子
本
を
「
道
薫

坊
伝
記
」
と
仮
称
す
る
。

　
以
上
現
在
ま
で
の
調
査
で
七
巻
の
「
道
薫
坊
伝
記
」
の
現
存
を
確
認
し
え
た
。

な
お
永
田
衡
吉
氏
は
『
日
本
の
人
形
芝
居
』
の
中
で
、
山
梨
県
追
分
人
彩
の
座

に
も
「
道
薫
坊
伝
記
」
が
現
存
す
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
野
県

上
伊
那
郡
箕
輪
町
上
吉
田
に
も
現
存
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
未
見
で
あ
る
。

　
「
道
薫
坊
伝
記
」
に
関
し
て
は
、
永
田
衡
吉
氏
『
目
本
の
人
移
芝
居
』
、
新

見
貫
次
氏
『
淡
路
人
形
芝
居
』
、
戸
伏
太
丘
ハ
氏
『
文
楽
と
淡
賂
人
移
座
』
等
の

諸
書
に
散
見
し
う
る
が
、
全
文
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
『
淡
路
草
』

『
味
地
草
』
に
「
上
村
日
向
橡
研
蔵
」
の
筆
写
本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
げ
で
は
本
文
の
異
同
、
形
態
等
が
不
明
な
の
で
、
既
に
調
査
し
た
現
存
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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「
道
薫
坊
伝
記
」

文
を
主
体
に
本
文
資
料
と
し
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
調
査
が
未
終

了
の
た
め
不
備
な
点
も
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
御
教
唆
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
御
世
話
に
た
っ
た
諸
氏
に
深
く
謝
意
を
表
し

た
い
。
資
料
は
、
長
野
県
下
伊
那
豊
丘
村
の
滝
川
重
人
氏
、
淡
路
人
移
座
支
配

人
馬
詰
優
氏
、
市
村
六
之
丞
座
の
豊
田
久
江
氏
、
豊
田
成
美
氏
ら
に
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
目
下
部
新
一
氏
、
武
田
彦
左
衛
門
氏
、
菊
川
兼
男
氏
に
は

調
査
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
大
阪
大
学
の
信
多
純
一
氏
に
は
助
言

を
い
た
だ
き
、
資
料
翻
刻
に
あ
た
り
本
学
の
向
井
芳
樹
教
授
に
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
ま
た
調
査
に
際
し
、
本
学
の
広
川
勝
美
助
教
授
は
じ
め
伝

承
と
文
芸
研
究
会
の
会
員
諸
氏
の
協
力
を
得
た
。

　
　
　
解
　
題

　
解
題
は
所
蔵
者
、
装
噴
、
題
魚
、
内
題
、
高
さ
Ｘ
長
さ
、
行
数
、
奥
書
、
保

存
状
態
、
備
考
の
順
に
示
し
た
。
な
お
便
宜
上
、
諸
本
を
次
の
略
称
で
記
す
。

滝
川
重
人
氏
所
蔵
本
　
Ａ
本
、
淡
路
人
彬
座
所
蔵
本
　
Ｂ
．
１
，
２
，
３
本
、

豊
田
久
江
氏
所
蔵
本
　
Ｃ
・
１
，
２
，
３
本
、
諸
本
は
す
べ
て
巻
子
本
で
あ
る
。

　
　
¢
・
長
野
県
下
伊
那
郡
豊
丘
村
河
野
、
滝
川
重
人
氏
所
蔵
本
（
略
称
Ａ
本
）
。

　
　
　
。
装
噴
　
紺
無
地
。

　
　
　
・
題
魚
欠
。

　
　
　
。
内
題
　
　
「
道
薫
坊
伝
記
」

　
　
　
・
高
さ
　
約
三
〇
〃
レ
肘
×
長
さ
　
約
二
三
二
〃
レ
〃
。

九
四

・
行
数
　
八
八
行
。

・
奥
書
　
　
「
寛
永
十
五
年
文
月
十
二
目
　
坂
上
入
道
朱
印

　
　
　
言
通
村
卿
筆
　
続
諌
夷
轟
外
題
」

・
保
存
状
態
良
好

・
備
考
桐
の
箱
入
り
、
錦
の
袋
付
き
。

◎
・
兵
庫
県
三
原
郡
南
淡
町
福
良

　
　
本
）

中
院
大
納

淡
路
人
形
座
所
蔵
本
（
略
称
Ｂ
・
１

・
装
慎
　
緑
地
、
絵
模
様
あ
り
。

・
題
魚
欠
。

・
内
題
　
欠
。

・
高
さ
　
約
一
八
〃
レ
〃
Ｘ
長
さ
　
約
二
四
六
＾
レ
〃
。

・
行
数
　
八
五
行
。

・
奥
書
　
　
「
坂
上
入
道
判
　
寛
永
十
五
稔
　
季
夏
中
旬
日
」

。
保
存
状
態
　
良
好
。

　
・
兵
庫
県
三
原
郡
南
淡
町
福
良

　
　
本
）
。

　
。
装
噴
　
茶
地
、
絵
模
様
あ
り
。

　
。
題
魚
欠
。

淡
路
人
移
座
所
蔵
本
（
略
称
Ｂ
・
２



　
・
内
題
　
　
「
道
薫
坊
由
来
」

　
・
高
さ
約
二
三
〃
レ
艸
×
長
さ
二
一
四
＾
レ
〃
。

　
・
行
数
　
五
九
行
。

　
。
奥
書
　
「
坂
上
入
道
書
判
朱
印
　
寛
永
十
五
年
季
夏
中
旬
目
　
続
諌

　
　
　
　
　
夷
書
外
題
　
中
院
大
納
言
路
行
卿
筆
寛
永
十
五
檜
文
月
十

　
　
　
　
　
二
目
」

　
。
保
存
状
態
　
粗
悪
、
欠
字
部
分
あ
り
。

＠
・
兵
庫
県
三
原
郡
南
淡
町
福
良
淡
路
人
移
座
所
蔵
本
（
略
称
Ｂ
・
３

　
　
本
）
。

　
。
装
膜
　
紺
無
地
。

　
。
題
魚
　
欠
。

　
・
内
題
　
欠
。

　
・
高
さ
　
約
三
二
・
五
＾
レ
〃
×
長
さ
約
三
五
八
・
五
れ
レ
肘
。

　
。
行
数
　
一
〇
三
行
。

　
。
奥
書
　
「
寛
永
十
五
稔
季
夏
中
旬
目
」

　
。
保
存
状
態
　
良
好
。

　
。
兵
庫
県
三
原
郡
三
条
村
　
豊
田
久
江
氏
所
蔵
本
（
略
称
Ｃ
・
１
本
）
。

　
。
装
憤
　
緑
地
、
絵
模
様
あ
り
。

　
　
　
「
道
薫
坊
伝
記
」

　
。
題
魚
　
欠
。

　
・
内
題
　
　
「
続
諌
夷
書
外
題
」

　
。
高
さ
　
約
二
〇
＾
レ
〃
Ｘ
長
さ
　
約
二
七
ニ
レ
〃
。

　
。
奥
書
　
　
「
坂
上
入
道
朱
印
　
寛
永
十
五
年
夷
則
中
溝
　
中
院
大
檀
言

　
　
　
　
　
通
村
卿
筆
　
右
以
中
院
悪
相
之
真
跡
写
焉
勿
容
易
卒
」

　
。
保
存
状
態
　
良
好
。

　
。
備
考
　
一
部
に
訓
点
あ
り
。

＠
。
兵
庫
県
三
原
郡
三
条
村
　
豊
田
久
江
氏
所
蔵
本
（
略
称
Ｃ
・
２
本
）
。

　
・
装
慎
　
紺
地
、
絵
模
様
あ
り
。

　
。
題
魚
欠
。

　
・
内
題
　
「
続
諌
夷
書
」

　
・
高
さ
約
三
五
・
三
＾
レ
肘
×
長
さ
約
一
五
一
・
五
〃
レ
〃
。

　
。
行
数
五
〇
行
。

　
・
奥
書
　
　
「
坂
上
入
道
判
　
寛
永
十
五
稔
季
夏
中
旬
目
」

　
・
保
存
状
態
　
粗
悪
、
装
噴
に
著
し
い
破
損
あ
り
。

¢
。
兵
庫
県
三
原
郡
三
条
村
　
豊
田
久
江
氏
所
蔵
本
（
略
称
Ｃ
・
３
本
）
。

　
・
装
噴
欠
。

　
・
題
魚
欠
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



　
　
「
道
薫
坊
伝
記
」

・
内
題
欠
。

。
高
さ
約
三
四
〃
レ
〃
×
長
さ
　
約
二
〇
一
・
四
〃
レ
〃

　
　
　
五
〇
・
三
、
五
〇
・
八
、
五
〇
・
三
）
。

・
奥
書
　
　
「
坂
上
入
道
判
　
寛
永
十
五
稔
季
夏
中
旬
日
」

。
保
存
状
態
　
粗
悪
、
継
目
で
解
体
。

（
五
〇
・
三
、

　
淡
路
人
移
の
由
来
を
記
し
た
文
書
を
整
理
す
る
と
、
『
戯
場
楽
屋
図
会
拾
遺
』

『
南
水
漫
遊
』
　
『
声
曲
類
纂
』
等
に
引
か
れ
た
「
淡
路
座
秘
書
」
、
『
音
曲
道
智

論
』
の
一
説
、
　
『
淡
路
草
』
　
『
味
地
草
』
に
引
か
れ
た
「
道
薫
坊
伝
記
」
等
の

三
つ
を
指
摘
し
う
る
。
類
似
し
た
伝
承
と
し
て
は
「
淡
路
座
秘
書
」
と
「
道
薫

坊
伝
記
」
の
二
本
が
あ
る
。
　
「
淡
路
座
秘
書
」
の
本
文
を
『
声
曲
類
纂
』
か
ら

引
用
し
て
お
く
。

摂
州
西
宮
に
道
薫
と
い
ふ
人
、
よ
く
御
神
の
御
こ
二
ろ
を
な
ぐ
さ
め
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
よ
り
て
、
海
上
波
風
静
に
し
て
、
猟
船
多
く
の
魚
を
得
る
事
久
し
。
時

に
道
薫
し
は
ら
く
い
た
つ
き
て
み
ま
か
り
げ
れ
は
、
復
風
起
り
波
高
う
し

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

て
、
更
に
漁
猟
な
か
り
し
か
は
、
百
太
夫
と
云
人
、
木
偶
を
作
り
て
、
神

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

の
御
前
な
る
箱
の
か
た
は
ら
に
身
を
ひ
そ
め
、
木
偶
人
を
持
て
生
る
か
ご

と
く
操
な
し
、
道
薫
尊
の
御
機
嫌
を
伺
奉
ん
為
参
り
て
侯
と
て
、
御
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

な
く
さ
め
げ
る
に
、
是
よ
り
ま
た
波
風
鎮
り
、
漁
猟
多
か
り
し
か
は
、
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

の
帝
此
事
を
聞
し
召
れ
、
禁
庭
に
召
れ
け
れ
は
、
百
太
夫
都
に
登
り
、
木

偶
人
を
廻
し
て
、
叡
覧
に
備
ふ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
諾
伎
芸
首
と
い
ふ
号
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

下
さ
れ
、
諸
国
諸
杜
の
神
い
さ
め
の
事
を
勅
免
あ
り
し
よ
り
、
胸
に
箱
を

、
　
　
、

か
け
木
偶
人
を
っ
か
ひ
、
神
い
さ
め
を
し
げ
り
。
是
佛
偲
子
の
始
也
。
百

太
夫
は
諾
国
を
巡
り
て
、
淡
州
三
原
郡
三
条
村
と
い
ふ
所
に
て
身
ま
か
り

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

げ
る
に
、
何
某
の
四
人
百
太
夫
に
伝
り
て
偲
偲
子
の
業
を
な
せ
り
。
是
淡

路
座
操
の
権
輿
な
り
。
　
（
本
文
の
傍
点
は
筆
者
）

右
の
本
文
中
傍
点
を
付
し
た
部
分
は
「
道
薫
坊
伝
記
」
の
記
述
に
は
な
い
。

し
か
し
、
道
薫
坊
の
死
後
百
太
夫
が
道
薫
坊
の
形
代
と
し
て
の
人
移
を
操
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
神
慮
を
諌
め
、
そ
れ
に
よ
り
「
諸
伎
芸
首
」
の
勅
号
を
受
け
、

そ
の
後
諸
国
を
巡
り
「
神
い
さ
め
」
を
行
な
い
、
　
「
三
原
郡
三
条
」
で
死
没
し

た
と
い
う
話
型
は
一
定
し
て
い
る
。
こ
の
「
淡
路
座
秘
書
」
と
「
道
薫
坊
伝
記
」

の
関
違
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
、
志
田
義
秀
氏
は

「
西
の
宮
淡
路
京
都
の
操
の
関
係
（
及
び
傭
田
醐
、
道
薫
坊
、
百
太
夫
）
に
つ
い

て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
、
大
正
１
５
年
５
月
号
）
で
、
「
淡
路
座
秘
書
」
が
享
保

元
文
頃
ま
で
し
か
湖
り
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
戯
場
楽
屋
図
会

拾
遺
』
の
附
記
を
根
拠
に
し
た
推
定
な
の
で
、
　
「
淡
路
座
秘
書
」
の
成
立
時
期

は
確
定
で
き
た
い
。

　
ま
た
『
淡
路
名
所
図
会
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
道
薫
坊
家
伝
」
は
「
道
薫



坊
伝
記
」
の
要
約
で
あ
り
、

同
一
本
文
の
系
統
で
あ
る
。

　
　
『
淡
路
草
』
に
は
「
道
薫
坊
伝
記
」
に
関
し
て
「
右
之
真
書
は
村
の
宝
庫
に

納
置
、
祭
礼
虫
干
の
時
な
ら
で
は
是
を
出
さ
ず
、
廿
余
座
の
傭
晶
而
各
写
し
の

書
を
以
て
他
国
に
出
る
也
」
と
記
し
て
い
る
。
淡
路
の
人
彩
座
が
こ
の
「
写
し

の
書
」
を
持
っ
て
諸
国
巡
行
に
出
向
い
た
こ
と
は
伊
那
谷
の
例
を
見
て
も
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
の
写
し
が
「
宝
庫
」
の
原
巻
の
写
し
で
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
な

の
で
あ
る
が
、
内
題
、
奥
書
の
形
式
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
別
筆
で
あ
る
こ
と

か
ら
見
て
、
そ
れ
が
原
巻
の
本
文
の
「
写
し
」
で
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
。

奥
書
の
増
補
は
「
道
薫
坊
伝
記
」
の
神
秘
化
を
は
か
る
た
め
の
も
の
と
み
ら
れ
、

こ
れ
は
「
写
し
」
を
二
重
三
重
に
書
写
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
「
道
薫
坊
伝
記
」
の
原
巻
を
筆
写
す
る
時
に
、
原
巻
の
所
持
者
と

各
座
に
固
有
の
関
係
が
あ
り
、
そ
の
制
約
を
避
げ
る
た
め
に
「
写
し
」
を
更
に

写
す
と
い
う
傾
向
を
生
み
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
「
道
薫
坊
伝
記
」
を

「
村
の
宝
庫
に
納
置
」
し
て
あ
っ
た
の
も
、
呪
術
宗
教
的
な
神
聖
化
の
た
め
と

ぱ
か
り
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
現
在
ま
で
に
調
査
し
た
本
文
で
は
、
内
題
に
「
道
薫
坊
伝
記
」
　
「
道
薫
坊
由

来
」
を
持
つ
も
の
よ
り
も
「
続
諌
夷
書
」
の
内
題
を
持
つ
本
文
が
古
い
よ
う
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
「
道
薫
坊
伝
記
」
「
道
薫
坊
由
来
」
の
本
文
の
奥
書
に
「
続

諌
夷
書
外
題
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
無
表
題
の
本
文
も

　
　
　
　
　
「
道
薫
坊
伝
記
」

あ
り
、

れ
る
。

奥
書
が
増
補
と
す
れ
ぼ
、
元
来
無
表
題
の
本
文
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

今
後
の
調
査
の
課
題
で
あ
る
。

　
「
道
薫
坊
伝
記
」
が
給
旨
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
滝
川
重
人
氏
所
蔵
本
と

と
も
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
「
御
給
旨
譲
り
証
文
之
事
」
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、

こ
の
本
文
自
体
は
『
淡
路
草
』
の
著
者
藤
井
彰
民
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
天
皇

の
給
言
、
勅
語
と
い
う
論
旨
の
捗
式
に
合
致
し
匁
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な

お
紛
旨
を
淡
路
の
人
形
座
は
必
要
と
し
て
い
た
。
　
「
道
薫
坊
伝
記
」
の
追
記
に

は
「
右
旧
録
難
有
之
及
紛
失
以
後
吉
田
秘
書
未
監
古
書
信
口
伝
志
之
耳
」
と
あ

り
、
ま
た
『
淡
路
草
』
に
引
か
れ
た

三
条
村
戎
屋
功
畝
右
日
往
昔
御
給
旨
焼
失
の
時
当
村
の
老
隻
両
人
上
京
し

再
縄
の
事
を
願
ふ
官
庫
に
て
御
控
を
見
か
た
き
に
や
大
に
月
日
を
重
ね
漸

く
今
此
一
軸
を
下
さ
れ
し
云

と
い
う
伝
承
も
給
旨
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
淡
路
人
彬
座
の
姿
を
表
わ
し
て
い

る
。　

こ
の
「
道
薫
坊
伝
記
」
が
村
人
に
対
し
威
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
滝
川
重

人
氏
所
蔵
の
次
の
注
意
書
き
に
よ
っ
て
知
り
う
る
。

九
七



　
　
　
「
道
薫
坊
侯
記
」

御
論
旨
　
何
方
二
参
り
侯
共
相
互
万
一
出
火
有
之
節
ハ
先
御
箱
を
早
々
取

出
可
申
様
　
左
右
衛
門

こ
の
よ
う
に
村
人
は
、
木
地
師
の
総
旨
た
ど
と
同
様
に
「
道
薫
坊
伝
記
」
に
畏

怖
の
念
を
持
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。
滝
川
家
で
も
桐
の
箱
に
入
れ
て
代
々
保
存

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
翻
刻
に
あ
た
っ
て
次
の
諸
点
に
従
っ
た
。

　
　
・
底
本
は
Ｂ
・
３
本
（
淡
路
人
移
座
所
蔵
本
）
に
よ
っ
た
。

　
　
。
行
数
・
割
注
は
底
本
の
体
裁
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

　
　
・
字
体
は
現
在
通
行
の
も
の
に
改
め
、
誤
字
は
注
記
し
、
脱
字
は
そ
の
ま

　
　
　
ま
に
残
し
た
。

　
　
・
誤
字
は
本
文
の
傍
ら
に
（
）
で
示
し
、
脚
注
に
ま
と
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
　
　
（
）
Ｂ
・
２
本
の
み
刻
。
他
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
　
古
天
地
未
剖
　
　
　
　
本
は
「
剖
」
・

　
　
・
脱
字
は
当
該
本
文
の
傍
に
〈
　
〉
で
示
し
、
脚
注
に
ま
と
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
〉
　
　
〈
〉
Ｂ
・
３
本
の
み
。
他
の
諸
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
　
次
有
神
塑
蓑
尊
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
塑
土
煮
尊
」
。

　
　
・
諸
本
の
異
同
及
び
注
記
は
本
文
の
傍
に
＊
印
で
示
し
脚
注
に
記
し
た
が
、

　
　
　
問
題
箇
所
は
本
文
の
後
に
補
注
と
し
て
ま
と
め
た
。
な
お
諸
本
の
異
同

　
　
　
は
大
き
な
異
同
を
記
す
に
と
ど
め
た
。

　
　
・
な
お
、
諸
本
名
は
す
べ
て
解
題
に
示
し
た
略
称
に
よ
っ
た
ひ

本

文

　
　
　
　
＊

古
天
地
未
剖
陰
陽
不
分
澤

　
　
＊

沌
如
難
子
涙
洋
而
含
牙
及

其
清
陽
者
薄
廃
而
為
天

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

重
濁
老
滝
滞
而
為
地
初

洲
壌
浮
漂
猶
涛
魚
浮
水

上
也
干
時
天
地
之
中
生
一
物

状
如
葦
牙
便
化
為
神
号
国

　
　
　
　
＊

常
立
尊
次
国
狭
槌
尊
次
豊

斜
淳
尊
凡
三
神
桑
乾
道
独

　
　
　
　
　
　
＊

化
所
以
成
此
純
男

　
　
　
く
　
Ｖ

次
有
神
塗
蓑
尊
沙
土
尊
也

次
有
神
大
戸
之
道
尊
大
苫
辺
尊
也

次
有
神
面
足
尊
僅
根
尊
也

　
　
　
　
　
く
　
Ｖ

次
有
神
伊
弊
諾
伊
弊
再
尊
也

　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
Ｖ

自
国
常
立
尊
迄
伊
弊
諾

伊
弊
再
尊
是
謂
神
世
七

代
者
実

　
　
く
　
Ｖ

伊
弊
諾
伊
弊
再
尊
立
於
天

浮
橋
之
上
共
計
目
底
下
豊

九
八

・
Ｂ
・
２
本
の
み
「
刻
」

・
Ｂ
・
３
本
、
Ｃ
．
１
，

Ｃ
・
２
，
Ｃ
・
３
本
。

Ａ
，
Ｂ
・
１
，
Ｂ
・
２

本
は
「
鶏
」

・
Ｃ
・
１
本
の
み
「
而
」

欠
。
・
諸
本
は
す
べ
て
、
こ
の

本
文
と
同
一
で
あ
る
。

補
注
　
参
照
。

・
Ｂ
・
２
本
の
み
「
国
」
欠

・
Ｃ
・
１
本
の
み
「
界
」
。

〈
〉
Ｂ
・
３
本
の
み
。
他

　
　
　
　
　
　
０

　
の
諸
本
は
「
塑
土
麦
尊
」
。

〈
　
〉
Ｂ
・
２
，
Ｂ
・
３
，

　
Ｃ
．
１
，
Ｃ
・
２
，
Ｃ

　
・
３
本
以
外
の
諸
本
は

　
　
　
　
ｏ

　
「
伊
葬
諾
尊
」
。



　
　
　
　
　
　
　
　
＊

尤
国
歎
廼
以
天
之
襲
伍
矛

　
　
　
　
　
　
　
＊

指
下
而
探
之
是
獲
槍
涙
其

矛
鋒
滴
涯
之
潮
凝
成
一
島

名
之
日
椴
駆
盧
島
二
神
於

　
　
　
＊

是
降
居
彼
島
因
欲
共
為

夫
婦
産
生
洲
国
便
以
砥

駆
盧
島
為
国
中
之
柱
而
陽

　
　
　
　
　
　
　
＊

神
左
旋
陰
神
右
旋
分
巡

国
柱
同
会
一
面
時
陰
神

　
　
　
＊

先
唱
日
室
思
哉
遇
可
美
少
男

　
　
　
　
＊

焉
陽
神
不
悦
日
吾
是
男
子

理
当
先
唱
如
何
婦
人
反
先

　
　
＊
言
更
事
既
不
祥
宜
以
改

旋
於
是
二
神
却
更
相
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

是
行
也
陽
神
先
唱
皇
意

哉
遇
可
美
少
女
焉
因
即
陰

神
日
汝
身
有
如
何
成
耶

日
吾
身
有
一
雌
元
之
処
陽

神
日
吾
身
亦
有
雄
元
之
処

思
欲
以
吾
身
元
処
合
汝

「
道
薫
坊
伝
記
」

・
『
淡
路
草
』
『
味
地
草
』

の
み
割
注
欠
。
他
の
諸

本
は
す
べ
て
あ
り
。

｝
Ａ
・
Ｂ
．
３
本
の
み

　
「
漢
々
」
。

・
『
淡
路
草
』
の
み
「
絞
」
。

・
Ａ
本
の
み
「
分
巡
」
欠
。

・
Ａ
本
の
み
「
宣
目
」

・
Ａ
本
の
み
「
説
」

“
Ｂ
・
３
，
Ｃ
・
１
，

Ｃ
・
２
，
Ｃ
・
３
本

「
更
」
。
他
の
諸
本
は

「
乎
」

・
Ａ
本
の
み
「
喜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
＊

身
之
元
処
於
是
陰
陽
始
遣

　
　
　
　
＊

合
為
夫
掃
遂
将
合
交
而

　
　
　
　
不
知
其
術
時

有
鵠
鶴
飛
来
揺
其
首
尾

二
神
見
而
学
之
即
得
交

道
夷

及
至
産
時
先
以
淡
路
洲
為
胞

廼
生
大
目
本
豊
秋
津
島
次
生
伊

予
二
名
洲
次
生
筑
紫
洲
次
双

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

生
隠
岐
洲
与
佐
渡
洲
世
人
或

有
双
生
者
象
此
也
次
生
越
洲
次

生
犬
洲
次
生
吉
備
子
洲
由
是
始
起

大
八
洲
国
之
号
焉
却
対
馬
壱

　
　
　
　
　
　
　
＊

岐
島
及
処
ミ
小
島
皆
是
潮
沫
凝

成
者
実
亦
日
水
沫
凝
而
成
也

生
海
生
川
次
生
山
次
生
木
祖
句
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

廼
馳
次
生
草
祖
草
野
姫
既
而

伊
弊
諾
尊
伊
弊
再
尊
共
議
日

吾
已
生
大
八
洲
国
及
山
川
草
木

何
不
生
天
下
之
主
老
歎
於
是
共

告
神
醸
大
次
生
月
神

九
九

・
Ａ
，
Ｂ
・
２
本
の
み
「
以
」

ホ
Ｂ
．
１
本
「
遍
」
。
Ｃ

．
２
，
Ｃ
・
３
本
「
遇
」
。

他
の
諸
本
は
「
遷
」
。

Ｂ
．
３
本
誤
記

・
Ｃ
・
２
本
の
み
一
行
割

注
。
な
お
『
淡
路
草

も
一
行
割
注
。
『
味
地

草
』
は
割
注
彩
式
が
崩

れ
て
い
る
。

“
Ａ
，
Ｂ
・
２
本
の
み
「
世

人
或
有
双
生
者
象
此
也

次
生
越
州
次
生
大
洲
」

欠
。

ホ
Ｃ
・
１
，
Ｃ
・
２

　
・
３
本
の
み
欠
。

、
Ｃ

・
『
淡
路
草
』
『
味
地
草
』

の
み
「
亦
名
野
槌
」
あ

り
ｏ



「
道
薫
坊
伝
記
」

朝
繋
生
蛭
子
警
三
歳
脚

猶
不
立
故
載
之
於
天
磐
臓
樟

　
　
　
　
　
　
＊

船
而
順
風
放
轟
接
醸

一
書
目
日
月
既
生
次
生
蛭
児
年
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
Ｖ

三
歳
脚
尚
不
立
初
伊
弊
諾
伊

弊
再
尊
巡
柱
之
時
陰
神
先
発

喜
言
既
違
陰
陽
之
理
所
以
今
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

蛭
児
也
次
生
素
菱
鳴
尊
也
次
生

鳥
磐
橡
樟
船
鞭
以
此
船
載
蛭

児
順
流
放
棄
也

一
日
蛭
児
漂
瘡
漠
衆
多
年
歳

　
　
　
　
＊

已
往
於
今
倭
田
崎
化
為
光
神
如
車

輪
干
時
在
漁
人
其
号
邑
君
燭
蟻

麓
蜻
姓
氏
漸
藤
原
額
夫
正
清

或
時
棄
漁
船
派
波
浪
叢
雲
冥

目
其
中
有
電
光
親
見
之
映
光
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

十
有
二
三
歳
許
之
児
顔
如
神
廼
詫

邑
君
目
朕
上
古
之
蛭
児
也
未
元
宮
殿

汝
於
海
浜
可
建
炉
宮
殿
云
云
後

“
Ｂ
・
２
，
Ｂ
・
３
，
Ｃ
・

３
本
が
同
一
の
割
注
。

Ａ
，
Ｂ
・
１
，
Ｃ
・
１

本
は
「
大
杜
神
也
」
の

み
二
行
割
注
。

・
補
注
ゆ
参
照

・
Ｂ
・
２
本
の
み
「
倭
国

崎
」
。
兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区

に
あ
る
和
田
岬
の
こ
と

（
「
大
目
本
地
名
辞
典
」
）

・
Ａ
，
Ｃ
・
１
本
の
み

「
為
」
欠
。

“
Ｂ
・
３
，
Ｃ
・
２
，
Ｃ

・
３
本
「
詫
」
Ｂ
・
２
本

「
託
」
Ｃ
・
３
本
「
詑
」
Ａ

本
「
諦
」
Ｂ
・
１
本
「
講
」
。

・
Ａ
本
の
み
「
仮
」
欠
。

　
Ｂ
・
２
本
「
殿
」
欠
。

一
〇
〇

号
西
営
大
明
神
鍵
・

髪
在
人
号
道
薫
坊
給
仕
而
甚
合

神
慮
然
死
後
神
慮
元
慰
然

剰
起
風
降
雨
海
浪
不
安
陸

路
不
穏
干
時
百
大
夫
告
帝

都
藤
原
長
老
麟
承
勅
而

目
道
薫
坊
形
絆
作
為
操
之
慰
神
慮
云
云

随
勅
而
操
之
神
慮
穏
也
共
後

此
砂
代
者
慰
神
慮
依
為

　
（
　
）

奇
巧
相
続
道
薫
坊
百
大
夫
共

　
　
　
＊

巡
諸
国
祭
衆
神
也
後
百
大
夫

道
薫
坊
暫
止
淡
路
洲
伝
此

術
者
乎
此
洲
二
神
生
大
目

本
豊
秋
津
島
時
胞
成
此

島
故
也
爾
来
百
大
夫
伝
得

之
後
第
為
此
操
者
也

　
　
　
　
　
　
　
（
　
）

百
大
夫
於
淡
路
洲
三
原

、
三
条
住
居
伝
此
術
後
死

而
崇
西
宮
膀
也

一
日
古
着
在
八
百
万
神
崇

時
承
勅
詣
帝
都
慰
神

ホ
Ｃ
・
１
本
の
み
「
ナ
リ
」

・
Ｃ
・
１
本
の
み
「
ナ
リ
」

・
Ａ
，
Ｂ
・
３
本
の
み

「
且
」

（
）
「
巧
」
の
誤
記
。

“
Ｃ
・
２
，
Ｃ
・
３
本
の

　
み
「
祭
衆
神
也
後
百
大

　
夫
道
薫
坊
」
の
本
文
欠
。

（
）
「
原
」
の
誤
記
。

・
Ａ
，
Ｂ
・
２
本
の
み

　
「
三
条
」
欠
。



慮
鎮
之
者
此
百
大
夫
後
第
也

依
之
為
諸
蔭
芸
薮
　
　
、
即
一
１
「
請
一
Ｃ
．
１

本
者
神
国
也
故
以
慰
神

慮
者
為
諸
芸
衆
能
首
也

者
後
人
勿
軽
之
若
軽
之

重
背
神
慮
也
後
人
可
恐
之
云
云

く
右
旧
録
難
有
之
及
紛
失
以
後
以
吉
田
　
　
　
く
ｖ
Ｂ
・
３
本
の
み
欠
。

　
秘
書
未
監
古
書
信
口
伝
誌
之
耳
」
。
Ｖ

補
注
◎
　
「
日
本
書
紀
」
本
文
に
は
「
為
地
（
精
妙
之
合
榑
易
、
重
濁
之
凝

　
　
　
蜴
難
。
故
天
先
成
而
地
後
定
。
然
後
神
聖
生
其
中
焉
。
故
日
、
開
闘

　
　
　
之
）
初
、
」
と
あ
る
が
、
他
の
諾
本
が
『
淡
路
草
』
『
味
地
草
』
も
含

　
　
　
め
て
（
）
の
本
文
を
欠
落
さ
せ
て
お
り
、
「
道
薫
坊
伝
記
」
は
こ

　
　
　
の
本
文
を
捨
て
て
い
た
の
で
は
た
い
か
と
思
わ
れ
る
。

補
注
＠
素
菱
鳴
尊
也
に
続
げ
て
「
日
本
書
紀
」
本
文
は
「
此
神
性
悪
、
常

　
　
　
奴
突
惹
。
国
民
多
死
。
青
山
為
枯
。
故
其
父
母
勅
日
、
假
使
汝
治
此

　
　
　
国
、
必
多
所
残
傷
。
故
汝
可
以
駅
遠
之
根
国
」
と
あ
る
が
、
現
存
す

　
　
　
る
調
査
本
文
に
こ
の
記
述
は
な
く
、
た
だ
『
淡
路
草
』
『
味
地
草
』
の

　
　
　
み
が
そ
の
本
文
を
記
し
て
い
る
。

〈
字
体
を
改
め
た
も
の
Ｖ

　
　
　
國
１
↓
国
　
　
　
　
鋭
１
↓
号
　
　
　
　
濁
１
↓
独

　
　
　
嶋
　
島
　
　
　
妖
１
↓
秋
　
　
　
貞
　
顔

　
　
　
見
児
　
蓼
１
↓
芸
　
蜂
弊

　
　
　
薬
　
　
義
　
　
　
改
　
　
敷

　
　
　
淀
お
、
イ
ザ
ナ
、
・
・
は
「
宵
」
で
統
一
し
た
。

　
「
道
薫
坊
伝
記
」

一
〇
一
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